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非財務ハイライト  財務ハイライト
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売上高

M & A戦 略 の 着 実 な 推 進 により、売 上 高 は 前 期比2 1 . 1 %増 の1 1 2億6 1
百万円となりました。全セグメントでの増収に加え、新規グループ化企業
の通期寄与が成長を牽引し、2期連続で過去最高を更新しています。

（百万円）

112億61百万円

PER（株価収益率） ROE（自己資本利益率）

44.6 倍

営業利益 4億37百万円  営業利益率 3.9%
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■  親会社株主に帰属する当期純利益／ーー 親会社株主に帰属する当期純利益率

■  営業利益／ーー営業利益率

■  総資産／ーー 自己資本比率

前期比51.3%減の3億1百万円、当期純利益率は2.7%となりました。営業
利益の減少に加え、特別損失として減損損失を計上したことや、繰延税金
資産の取り崩しによる税金費用の増加が主な要因です。

（百万円） （％）

親会社株主に帰属する当期純利益 3億1百万円  親会社株主に帰属する当期純利益率 2.7%

5.5 %

総資産 139億 21百万円  自己資本比率 40.1%
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資格取得数

高難度資格の取得促進および人材確保に注力した結果、レベル3の高難度
資格保有者は前年度比3 0 5％増の2 0 7名となりました。専門人材の育成が
進み、技術力の底上げと組織全体の競争力強化につながっています。

レベル1 265件   レベル2 634件  レベル3 207件
ー   ー   ー  ー   ー   ー  レベル1　…………レベル2　ーーレベル3

（件）

営業利益は前期比42.5%減の4億37百万円、営業利益率は3.9%となりま
した。減益の主な要因は、M&A仲介費用等の戦略的投資や人材採用による
販管費の増加、およびファシリティ事業での案件期ずれ等によるものです。
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総資産は、前期末比4 6億6 2百万円増の1 3 9億2 1百万円となりました。
自己資本比率は、投資資金に充当するための長期借入金の増加などに
より、前期末の58.3%から40.1%へ低下しました。

2025年9月期のROEは5.5%となりました。2024年9月期から低下しました
が、これは主に、M&A仲介費用や人材採用といった先行投資等により親会社
株主に帰属する当期純利益が一時的に減少したことによるものです。
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2 0 2 5年9月期末におけるP E Rは4 4 . 6倍となり、2 0 2 4年9月期から大きく
上昇しています。これは、株価が堅調に推移した一方で、親会社株主に
帰属する当期純利益が一時的に減少したことによるものです。
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75.0 %

社内で男性育休制度の積極的な周知を行った結果、取得率は前年度比
41.7％増の75％を達成しました。女性従業員の育児休業取得率100％を踏ま
え、男性も同水準の達成を目指し、制度浸透と取得促進に取り組んでいます。

男性育児休業取得率
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定着率

81.7 %

直近3年間は80％の定着率を維持し、安定した人材基盤の確立につなげて
います。従業員が安心して長く働けるよう、職場環境の整備を進めるととも
に、エンゲージメント調査を活用した組織改善にも取り組んでいます。
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M&Aにより5社をグループ化した結果、従業員数は前年度比30％増の745人と
なり、組織規模が拡大しました。経営基盤の強化も進展しており、シナジー創出
と人材強化を通じて、持続的な成長と企業価値の向上に取り組んでいます。

745人
連結従業員数

（人） 

有給休暇取得率

79.8 %

前年度と比べ微増となり、直近3年間は78％～81％で高い取得率を維持していま
す。引き続き有給休暇を取得しやすい環境整備をグループ全体で進め、従業員の
QOL向上に向けて、高水準の取得率の維持とさらなる向上に取り組んでいます。
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ーー女性従業員比率／ーー女性管理職比率

女性従業員比率および女性管理職比率はいずれも微減となりました。2025
年より育児・介護休業法に対応し、法令を上回る支援制度を整備することで、
女性が安心して働き、より一層活躍できる職場環境づくりを推進しています。
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女性従業員比率 23.4 %  女性管理職比率 7.7 %

※1  2023年9月期から実数集計となります。 ※2  2021年9月期は未上場のため数値はありません。
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価値創造の基盤


